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経営情報論の生成過程に関する一考察

MISの フ レ ー ム ワ ー ク と の 関 連 で

山 田 一 生
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1.は じ め に

目まぐるしく変動す る世界情勢の渦中で,日 本経済は,大 海に浮ぶ一枚の

木の葉のごとく,「世界的不況とインフレーション」 とい う激 しい嵐の中で,

自己の進路を見失わないように必死に努力する船ρようである。その 日本経

済を具体的に舵取 りする使命を負っている現代 日本の組織管理者たちの役割

は,ま す ます重大 となるとともに,そ の組織革新に対する意欲を大いに喚起

せざるをえないのである。

現代の資本主義経済の特質は,混 合型経済(mixedeconomy)で あると

言われている。すなわち,大 企業間の寡 占的競争を通 じての市場機構調整を

特徴とす る民間部門 とな らんで,政 府 ・官僚機構主導型の公共投資を通 じて

の経済政策機能を特徴 とす る公共部門の経済活動の占める比重が次第に増大

し,い わゆ る官僚的計画経済 と市場経済 とが同居す る,政 治一経済 システム

となっている意味で,ま さに混合型経済であると言えよう。

とくに,一 昨年来の石油エネルギー危機を発端 とす る世界的レベルの不況,

とインフレーシ ョンの浸透するとい う,今 までに経験 したことのない歴史的



20 商 学 討 究 第26巻 第3号

事 実 を前 に して,「 ゼ ロ成 長 の社 会 」 は どの よ うに展 開 され るのであろ うか。

P.A.Samuelson教 授 は,「 現代 医 学 に と って ガ ンが不 治 の病 いであ るよ う

に,不 況 とイ ン フ レー シ ョンが 同居 す る とい う新 しい経済 現象は,残 念 なが

ら現 代経 済学 に おけ る ガ ンであ る。」 と,い み じ くも述 懐 す る。

この よ うな経済現象は,一 昨 秋 の中近 東 諸 国 の展 開 した 「石 油戦略」が も

た らしたオ イル ・ダ ラー問題 と,思 い切 って物 価 と賃 金 を凍 結 す るよ うな強

硬政策 もとれない資本主義諸国の展 開す る 「総需要抑制政策」の長期的施行

のなかにあ って,き わ め て深 刻 な 事態 を まね いた もの と言え よう。

す なわち,高 度 経 済 成 長 政 策 に支 え られ て発展 した 「ゆたかな社会」は,

J.K.Galbraith教 授が 危 惧 した よ うに,環 境 資 源 の稀 少 性 とい う人 類 共 通

の大問題 のまえに,方 向転 換 せ ざ るを え な くな った もの と考 え られ る。そ し

てまた,「 新 しい産 業 国 家」のな か で,同 教 授 が展 開 した テ ク ノス トラ クチ ュ

アのゆ くえが,こ の 「環 境 資 源 の 不 確 実 性」 とい う問題解 決過程 に 対処 し

て,ど うな るで あ ろ うか とい う認 識が,ま す ます 重要 に な る と言 え よ う。

この激動す る経 済情勢下 において,現 代 の組織 管理 者 た ち の関 心 が,近 年

マ ネジ メ ン ト ・イ ン フ ォ メー・一・シ ョン ・システム(ManagementInformation

Systems)に 向 け られ るの は,む しろ 当然 の こ と と言 え よ う。 いわゆ るサ イ

バネーシ ョン革命 とも言 うべ き社会変動に よって,情 報 とい うものの重 要 性

が 増 大 す るとともに,反 面氾 濫 す る情 報 群 か らいか に して有 効情報を把握す

るかについての技法を必要 とす る時代に変貌 しつつ あ るか らであ る。 ・

現代社 会の流動化 と環境適応 への要請は,な か で も経 済 環 境 の激 化 に と も

な う企業組織 の変革 を急務 とす る。 この組織変革への現代的要請は,組 織 理

論,マ ネ ジ メン ト理 論,シ ス テ ム理 論 とい う三 つ の局 面 を統合す るフレーム

ワー クの展開をはか ることに よって,は じめ て実 現 可 能 で あ ろ う。

MISに つ い て の 体 系 的 研 究 は,ま さに 組 織 変革 の発 展 過 程 を あ とづけ る

アプ ローチの一 つ と して,再 認 識 され るべ きで あ ろ う。MISの 概 念 は,コ ン

ピ ュー タの高 度 な利 用 形 態 を設計す る場合 の,指 導 理 念 と して登場 した のが

最初 で あ るが,そ の設 計対 象 とな る シ ステ ムの複雑性の増大 に ともな って,
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組織変革の発展過程を 考察す るためにも,重 要な 存在と なってきたのであ

る。

この ような観点か ら,本 稿では,組 織変革への一つのアプロ山チとして,

MISの 体系的研究を意図 しなが ら,経 営情報論の生成過程についての 考察

を試みることにする。 置

皿.経 営管理 と事務管理の統合的展開

(1)

すでに指摘 しておいた ように,事 務管理は,経 営管理 と密接不可分の関係

にあ り,マ ネジメン ト構造 の面か ら,経 営管理あ援助手段 として考察 され る

べ きであ る。 より積極的に表現すれば経営管理 と事務管理 との関係ほ,表 裏

一体のものとしてとらえるべ きであろう
。

涌田宏昭教授の説明によれば,事 務管理の研究方法は,経 営事務論 と構造

的事務論に大別 されるのであ り,経 営事務論が経営学の正統派か ら出た事務

論 として,山 城章教授に代表 されるのにたいし,構 造的事務論はまずシステ
(2)

ムか ら出発するのであ り,伝 統的事務管理 とは異なる点が強調 され る。

すなわち,伝 統的事務管理論が事務作業の改善 と管理 とを問題 として,い

わば個に重点をお くのに くらべて,全 体に重点をお くところに,構 造的事務

論の特徴がある。.

この ような構造的事務論の展開は,必 然的にシステムズ ・アプローチにも

とつ く構造的な事務機構を とらえようとするのであ り,そ の結果として経営

事務のあ り方を説明するものとなると考え られるのである。 ここに,事 務管

理論は,経 営事務の研究,シ ステムと組織の研究,事 務の機械化か ら管理の

機械化,さ らには経営の機械化へと,次 第にその領域を拡大するにいたった

ものと言えよう。

ここに,涌 田宏昭教授を代表 とする経営事務管理論の展開をもた らすため

(1)山 田一生,「 情報 システ ムとマネジ メン ト」(小樽 商科大学 『商学討究 』第23巻

第3号,1972年)p.26.

(2)涌 田宏昭J『 経営事 務管理論 』(白 桃書 店,1965年)pp,211-214.

ノ
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の直 接 的 契 機 を見 い だす もので あ るが,構 造 的 事 務 論 の展 開 は,究 極 的 には

経 営 管 理 論 と事 務 管 理 論 との統合 的展 開へ と発展す るもの と言え よう。そ の

結果 としての経営事務管理論 の発展について,次 な る順 序 で あ とづ け る こ と

に した い。

(1)事 務 の機 械 化 レベ ル

事務 の機 械 化 とは,作 業 事務 の 機 械化 で あ り,そ の機 械化 の 進 展 に よっ

て,事 務 の機 構 化,事 務 の構 造化 を よ り促 進 す る 結 果 とな る。 ここでの作

業事務す なわ ち 事務作業 とは,書 記(writing),計 算(computing),通 信

(communicating),会 談(interviewing),分 類 ・整 理(classifingandfi1-

ing)の5つ で あ る。

(3)

これ らの事務作業の機械化については,す でにとりあげたのであるが,よ

り高度な機構化をはかろ うとすればするほど,入 手 よりも機械にたいす る依

存度が増大するところに,そ の特徴がみ られ る。

経営組織カミ管理組織 と作業組織

とか ら構成 されているように,事

務 も管理事務と作業事務 とか らな

りたつものであ り,こ の関連は,

涌田宏昭教授によって,図1の よ
しの

うに示 され る。

一般 的 に ,管 理 事 務 は,マ ネジ

管
理
事
務

トップ・マネジメント

ミ ドル・マネジメン ト

ロワー・マネジメン ト

ー 般 従 業 員

作業事務

図1.管 理事務と作業事務

メン ト構造の上層部に多 く,作 業事務は下層部に多 くみ られるのであるが,

ここでの機械化の拡大は,次 第に作業事務のレベルか ら管理事務のレベルへ

と展開 され るのであ る。

経営事務管理論における事務の機械化のレベルとはまさに事務作業の機械

化を中心にとりあげるものであ り,マ ネジメン ト構造のなかでもオペ レーシ

ョナル ・レベルでの情報処理体系をとりあつか うものであると言えよう。

(3)山 田一 生,『 管 理 庸報 シ ス テ ム講 義 』(池 上 書 店,1971年)pp.39-47,

(4)涌 田宏 昭,oP・cit・,p.9.
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(2)管 理の機械化レベル

・管理事務の機械化を促進す るためには,ま す ますマネジメン ト構造 との機

構化を高めることが必要 とされ,情 報処理過程 と管理過程 との一体的考察が

展開 されることになる。

ここでの 管理の機械化 とは,経 営の機械化 と厳密に 区別 され るべきであ

り,経 営の機械化が最高意思決定の自動化をもとりあつか うのにたいし,部

分的な管理の自動化をもた らすものである。例えば,在 庫管理,予 算管理,

資金管理などの 自動化である。

管理の機械化 レベルは,一 般に経営の機械化の陰にか くれて しまって,む

しろ経営の機械化のなかに包含 されたかの ように,と りあつかわれ る傾向も

み られ るが,逆 説的に言えば,経 営の機械化 と称す るもののほ とんどは,管

理の機械化レベルであることが多いのである。

経営事務管理論における管理の機械化 レベルとは,ま さに管理活動に役立

つための管理情報をとりあつか うものであ り,マ ネジメン ト構造のなかでも

マネジメン ト・コン トロールの レベルでの情報処理 と情報検索の体系をとり

あげ るものであると言えよう。

経営事務管理論における 情報処理過程 と 管理過程 との 一体的考察を 通 じ

て,管 理活動のルーチン化の傾向は,ま すます管理の自動化をもた らす と結

論するのである。

(3)経 営の機械化 レベル

涌 田宏昭教授に よれば,「 しだいに事務の機械化が発展すると,一 定の段

階で質的に転換 し,経 営の機械化 と呼んでもよいような領域が開けるように

考え られはじめてきた。 ここでい う経営の機械化 とは,マ ネジメン トの自動

化現象のことである。 もしも,経 営管理を経営 と管理 とに分け るな らば,機

械化はそれぞれ,経 営の機械化,管 理の機械化 となる。 この場合,わ れわれ

がその研究対象とす るのは,む しろ管理の機械化であって,経 営の機械化で

はない。将来はともか く,経 営機械化 とい うときには,そ の実体は,経 営の

機械化を含みなが ら,実 はマネジメン トのメカニゼーションのことなのであ
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くの

る。」と説明されるのである。

経営機械化の本質がマネジメソ トの 自動化現象をもた らすものとすれば,

管理過程 と意思決定過程 との一体的考察をどのように展開すべきかが,経 営

機械化の根本的課題 となる。その際に,機 械的処理 と人間的処理 との対応を

どの ように設定するべきであるのか,す なわちマンーマシン ・システムとし

ての展開を通 じて,情 報の 自動化 → 管理の自動化 → 意思決定の自動化に

いたる全過程についての再設計を強調す る結果 となるであろ う。

経営事務管理論におけ る経営の機械化 レベルとは,実 際には管理のパ ター

ン化,管 理の自動化を意味す るのであ り,事 務の機械化 レベルとの関連は,

くの

図2の よ うに示 され るの ℃ あ る。

(事務活動)(事 務システム)(機 械化)

-1管 醇 劃 一 匿 理事務システムH経 営機械化1一 箕君 紀

■ 作業事務H作 業事務システムli事 務機械化トtliタ茎蝿

図2,2つ の機械化とシステムの関係

こ の 点 に つ い て,涌 田 宏 昭 教 授 は,「 経 営 機 械 化 は,MIS(management

informationsystem)十EDPS(electronicdataprocessingsystem)に よ っ

て 形 成 され るAutomaticMIS(自 動 的 経 営 情 報 シ ス テ ム)が,し だ い に そ

の 性 格 を 変 え,質 的 転 換 を 遂 げ て,マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の一 部 また は 核

く　　

心に接近す ることであると理解 した。」 と指摘 しなが らも,こ のような 経営

機械化の方向にたい して,そ の本質的限界性を主張されているのである。

したがって,経 営事務管理論における,経 営の機械化 レベルについての検

討は,あ くまでも将来の課題であ り,厳 密な意味において,そ の対象領域 と

な りうるか どうかも,今 後の課題 とされているとすべきであろ う。

(4)経 営事務管理論の展開

涌田宏昭教授の定義によれば,「 経営事務 とは,経 営体(企 業)お よび行政

(5)涌 田 宏 昭,『 増 訂 経 営 事 務 管 理 論 』(白 桃 書 店,1970年)p.133.

(6)Ditto.,ibid.,P.137.

(7)Ditto.,ibid.,p.137,
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体などの諸活動にとって必要 とされる情報をある特定の機構のもとに,そ れ

が必要 とされ るときに,適 切な媒体で適切な形式に整え,そ の要求地点に供

給す るところの諸作業をい う。すなわち,経 営体にとって必要 とされ る情報

処理の諸作業を特定の しくみのもとに遂行す るところの諸活動を経営事務 と

い うのである。 とくに経営事務 とい うのは,そ れがたんなる記録,計 算,分
くの

類,整 理などのデータ処理作業でないことをあらわすためである。」 として,

作 業事務についての事務処理あるいはデータ処理 との対比において,経 営事

務についての情報処理を強調 されるのである。

すなわち,同 教授の定義にも明 らかなように,事 務管理論が,作 業事務の

処理過程についての 改善 と管理をとりあげるのにたい し,経 営事務管理論

は,経 営事務の処理過程 と伝達過程についての改善と管理をとりあげている

ものと理解 される。 さらにそのアプローチの特徴である構造的事務論 とは,

まさに 「ある特定の機構」を探究することを意味 し,そ の機構そのものの構

造化 と機械化へのより高度な展開のために,シ ステムズ ・アプローチを不可

欠な手段 とするのである。

ここに経営事務管理論は,そ の 「経営事務」概念の広義性のゆえに,し だ

いに経営管理論の領域をも包含するものへと発展 し,そ の統合的展開への第

一段階 とも 理解 されるのであるが,「 ある特定の機構」を強調す る点で,経

営管理論 との異 同をとわれるものと言えよう。その意味では,マ ネジ メソ ト

構造についての情報的側面を強調 し,情 報システムにもとつ く経営管理論の

展開を示唆す るものとも考えられ る。 いずれに しても,そ の実体は,「 マネ

ジメン トの 自動化現象」を追求 している点で,ま さに経営機械化論の展開で

ある。

さらに,今 後の方向いかんによっては,事 務管理論 と経営管理論 との完全

な統合を めざすものへと発展す ることが 期待され るのである。 しか しなが

ら,そ の方法論的特徴である システムズ ・アプローチの展開を通 じて,「 あ

る特定の機構」 としての情報 システムを,ど こまでマネジメン ト構造のなか

(8)Ditto.,ibid.,P.L
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に定着 させ,さ らには 具体的な組織管理の有効な 手段 として 活用す るかな

ど,そ の早期の体系化がのぞまれ るのである1い ずれに しても,経 営事務管

理論の展開は,わ れわれの研究をすすめる上で も,極 めて力強い第一歩であ

る。

皿.事 務管理 と情報管理の統合的展開

(9)

す でに検討 して きた よ うに,事 務 管 理機 能 の発 展 は,管 理 事 務 機 能 を管 理

す る もの と して,あ るい は また 業 務 の進 行状 態 を規制 し,計 画 に 関す る手 続

の設 定 や 遂 行 を促進 させ る機能 の発展 として と らえ ることがで きる。

そ こで,管 理 情 報 シ ス テ ム(managementinformationsystems)は,ま

ず は じめに 事 務 管 理 機能 を 担 当す る システ ムとして,と らえ られ た ので あ

る。 した が って,管 理 情 報 シ ス テ ムを 論ず るに あた っては,事 務 の機 械 化 に

伴 な う事 務 作業 そ の ものの解 明 と,事 務 シ ス テ ムの検 討,お よび 情 報 処 理 の

機 械 化 に伴 な う管理活動等 のルーチン化,自 動 化 に つ いて把 握 す る と ころか

らは じめなければ な らない。 ここでは,事 務 シ ス テ ムを,情 報 を処 理 す る シ

ステ ム と して と らえ ることがで きる。

事務 システムは,マ ネ ジ メン ト ・シス テ ム(managementsystem)と オ

ペ レー シ ョン ・シス テ ム(operationsystem)に 関連 が あ る(図3参 照)。

鰍 旛 漏 撫 鰻 事伽 テ・《駕1;霧.
めの内外の環境に適応 しつつ,経 営 図3・ 事務システム

組織の有効性を高め,成 員の社会的満足(動 機づけ)を 行ないなが,ら,経 済

的技術的体系を計画,通 信,統 制,調 整す るシステム」であ り,オ ペ レーシ

ョン ・システムは,「 能率的で生産性の高い生産体系 とす るための 作業組織

と機械系によって装置 され生産資源の購買,製 造,配 給の体系をもつ」シス
(10)

テ ム の こ と で あ る 。

(9)山 田一 生,oP.eit.,pp.24-29.

⑩ 山本 純 一,『 経 営 情 報 論 』(丸 善,1970年)p.126。
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ここで事務 システムの処理結果 と しての情報 を管理す るシステムを,事 務

管 理 シ ス テ ム とす れ ば,「 管 理 情 報 シス テ ム」 の は たす 機能 につ いて も二通

りを とらえてお く必要があ る。す なわち,そ の第 一 は,事 務 シス テ ム と対 応

す る意 味 で の情報処理 システ ム機能,そ の第 二 は,事 務 管理 シ ステ ムに対応

ナる意 味 での情報管理 システ ム機能であ る。 これ ら二つ の機能 を包含す ると

ころに,「 管理 情報 シス テ ム」 の定i義づ け の困難 性 が あ る。

しか しなが ら,諸 経 営 技 術 の発 展 に よ って,特 に マネ ジ メソ ト ・シ ス テ ム

へ の影 響は,「 管理 の 自動 化 」 と して 著 しい ものがあ る。 「管理 のルーチ ン

化」 か ら 「管理 の 自動化」へ と進展す る変革 は,マ ネ ジ メン ト全 般 に著 しい

変化 を もた らし,コ ン ピ ュー タの発 達 に伴 な うデrタ 処理 機 能 の発 展 は,情

報 処 理 シ ス テ ムの高 度化 を もた らし,し だ い に 管理 情 報 シ ス テ ムへ と近 づ く

ので あ る。

マネジ メン ト・システ ムにおけ る機械化は,オ ペ レー シ ョン ・シ ステ ムに

おけ る よりも種 々の困難が伴 な う。そ の理 由はオペ レーシ ョソ ・システ ムそ

の ものが,機 械 化 の メカ ニズ ムの構 成 と特 質に一致 してい る点が多 く,一 連

の メ ソー ド(method)と プ ロセ デ ュア(procedure)に 分解 で き るか らで あ

る。 この点 マ ネジ メン ト・システムは,人 間 の思 考過 程 を メ ソー ドとプ ロ

セ デ ュアにプ ログ ラム化で きないか ぎ り,自 動 化 に はか な りの 困難 性 が 伴 な

う。

人間の判断や 意思決定過程 を ル ーチン化す ることは,現 実 に は 限 界 が あ

る。 マ ネ ジ メン ト・システ ムの機械化は,シ ス テ ム全 体 の機 械 化 をめ ざ した

と して も,完 全 な 自動 化 をは か れ な い とい う弱 さがあ る。 ここに,経 営 活 動

を 管理 す るた め の情報 を体系的に提供す る管理情報 システ ムの 自動化,そ の.

処 理 機 構 の高度 化 を考 察 す る意 義があ るであ ろ う。

それ ゆえに,マ ネ ジ メン トと情報 シス テ ム,意 思決 定 の過 程 を経 て,管 理

情 報 シ ス テ ムを 情 報 処理 過 程 と意 思決定過程 との 結合 システ ムとしてとら

え,管 理 情 報 セ ン ターを トップ ・マ ネジ メン ト直属のゼネ ラル ・ス タ ッフと

して機能 させ よ うとす るところに,現 代 的 な情 報 管理 機 能 の特 質 が み られ る



28 商 学 討 究 第26巻 第3号

のである。

このような発展的考察のなかで,す でに前節で展開された事務管理論 と経

営管理論 との統合的展開は,よ り現代的には,情 報管理論 と経営管理論との

統合的展開へ と進化す るものと理解 される。そ こでの事務管理論か ら情報管

理論への進化の過程は,単 なる名称の変更に とどまらず,「 ある特定の機構」

としての 情報システムの 具体的展開を 通 じての マネジメン ト・システムの

新展開を意味す るものとなろ う。すなわち,事 務管理 と情報管理 との統合的

展開を通 じて,経 営管理論は,し だいに経営情報論へ と進展する結果 となろ

う。

経営情報論の形成について,涌 田宏昭教授は,「 この情報論は,社 会一般

における情報現象の解明の一部であ り,同 時に経営学の発展の中に多彩をき
く　り

わめている諸概念 ・諸技術ともきわめて 密着 した関係で結びついている。」

と指摘 し,そ の生成過程について,図4の ようにあとづけ しようと試みてい

る。

か くして,経 営事務管理論は,さ らに経営情報管理論へ と必然的に進化す

(近 代 経 済 学) の
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図4.経 営情報論の成 リ立ち

⑳ 涌 田宏 昭,r経 営情報管理 論』(実 教 出版,1975年)p.2-3.
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るのであ るが,こ こでの経営情報論の研究領域については,き わめて学際的

アプローチを必要 とす るので,単 なる系譜的考察にとどまらずに,こ れ ら諸

理論問の相互作用的発展過程についての,さ らに詳細な検討を試み る必要が

あろ う。

IV.情 報管理 と組織管理 の統合的展開

情報管理(informationmanagement)に は,広 義と狭義の二つのとらえ

かたがあ るといわれている。広義ρ情報管理は,あ る特定の社会あるいは社

会全体レベルでの情報諸活動の管理を意味 し,ど ちらか といえば巨視的見地

より展開される情報管理であるのに くらべて,狭 義の情報管理は,あ る特定

の組織を中心に とらえた情報諸活動の管理を意味 し,徴 視的見地 より展開さ

れる情報管理であるところに,そ れぞれの特徴がみられ る。すなわち,前 者

が コミュニケーシ ョン ・システムの社会的機能をめざす情報諸活動を対象 と

するのに対 して,後 者は情報システムの組織的機能をめざす情報諸活動を対

象 とするのである。

ここでの情報管理は,明 らかに後者を中心に展開 され ることになろ うが,

た とえば,情 報管理の管理対象 としての情報概念を,外 部情報 と内部情報 と

に分類できるとすれば,主 として巨視的ス コープでとらえる外部情報 と徴視

的ス コープで とらえる内部情報 との統合ネ ットワークを形成す ることが要求

され,そ こでの情報要求の複雑化 と多様化にともなって,情 報管理 システム

の主体性は,ま すますあいまいとならざるをえない。すなわち,情 報管理へ

の技術的アプローチをめざす場合には,組 織内の情報源をクローズ ド・シス

テムとして把握することで,あ る程度までの情報要求を充足できるであろう

が,情 報管理への構造的アプローチとなれば,そ の主体性をどこにお くかに

よって,と らえられるべ き情報源の範囲もオープン ・システム的 とな らざる

をえない。 したがって,そ の傾向は,お もに 「情報の価値 とヲス ト」の面か

ら,よ り困難性を大き くする結果 となる。

情報管理の管理対象 となるすべての情報は,組 織内の意思決定者に役立つ
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ことを目的 として 作成 され 伝達 されることか ら考えても,情 報管理の目的

は,組 織内の各意思決定者が必要 とす る情報を収集 ・処理 ・伝達するための

一連の意識的活動を管理することである。

企業組織は,一 連の相互作用を通 じて任務を遂行できるように,ま た社会

システムに統合 されるように,人 間,物,機 械,そ の他の資源を集合 した も

のであるから,つ ねに社会的 ・経済的 ・組織的環境の変化に適応する能力が

要求 される。 また現代企業組織のもつ特性の一つは,環 境の複雑化に ともな

う組織 目的の多様性であ り,組 織の構成 メンバーに対す る企業の内外の環境
》

的変化についての情報提供機能は,ま すます重要 となるのである。

このような情報提供機能をはたす情報 システムが企業組織のなかに確立さ

れ,あ たかも一人の人間がある目的に適合す る行動を とると同様に,集 団組

織 としての企業行動においても,つ ねに環境変化に適応す る行動を選択す る

能力をそなえることが,現 代的企業の必須の条件 とな りつつある。

か くして,企 業組織に対す る情報システムズ ・アプローチとして展開され

る現代企業の情報管理は,情 報処理に関す るある特定の機構を探求するとい

う意味での構造的アプローチとしてばか りでな く,さ らには各組織内での具

体的聯能を遂行する上での,そ れぞれのレベルにおける情報要求をも充足す

ることを意 図す るために,職 能 的 ア プ ローチ を包 含 す る ものへ と発展せ ざる

をえないであ ろ う。

企業組織 におけ る典型的 な意味での職 能的 アプ ローチの展 開は,マ ネ ジ メ

ン ト職 能 を め ぐ るシ ステ ムと して とらえ られ るのであ るが,そ れ につ い て も

従 来 の よ うに,計 画化,組 織 化,統 制 につ い て個 々ば らば らに と りあげ るだ

けではな く,そ れ ぞ れ の職 能 の相 互 間 に,有 機 的 関 係 枠 の確 立 をめ ざ す必 要

が あ る。 この よ うな統合的 ネ ッ トワー クの媒体 とな るのが情報 システ ムであ

り,そ の フィ ー ドバ ック ・コン トロール ・メカニズムを通 じて,統 合 的 マネ

ジ メ ン トの フ レーム ワー クが確 立 され るのであ る。

この フィー ドバ ック ・コン トロール ・メカニズムの役割 をはたすためのダ

イナ ミックな情報 システムを確立す ることこそ,現 代 の情 報 管 理 の め ざす 最
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大 目的であ り,い ず れ に して もマ ネ ジ メン ト・システム と情報 システ ムとの

機能的関連を どの よ うに とらえ るかが,キ ー ・ポ イソ トとな るので あ る。

そ れ と同時 に,情 報 シス テ ム の ダ イナ ミッ クな展 開をはか るためには,い

ず れ に して もマ ンー マ シ ン ・システム として具体化 され ざるをえない ところ

か ら,行 動 科 学 的 人 間 モデ ル につ い て のモチ ヴ ェーシ ョンー リーダーシ ップ

研究への情報論的接近をはか ることまで,情 報 管 理 の 目的範 疇 と考 え る場 合

もあ るが,そ の詳 細 は 組織 変 革 へ の人 間 的 アプ ローチ として と らえる ことに
(12)

なろ う。

いずれ に しても,現 代 の情 報 管 理 の動 向 は,い か に して ダ イナ ミ ックな情

報 シ ステ ムを設計 し,確 立す るか をめ ぐって展 開 され るのであ り,そ の設 計

思 想 も,し だ い に 処理 志 向型 か ら プア イル志 向型 へ と変遷 しつつあ る。それ

に ともな って情報管理の技法や体系 の とらえ方 も,き わ め て複 雑 多 岐 に わ た

る ので,そ のす べ てを 論 述 ず る こ とは 容 易では ない。 したが って,こ こで

は,そ の基 本 的 動 向 のみ を と りあ げ ることに したい。

情報管理 の技法 といえば,一 般 に 情 報処 理 技 術 と呼 ば れ るすべ ての技法を

包含 す ることに なるのであるが,さ らに は,情 報 シス テ ム の設 計 技 法 まで も

と りあげざ るをえないであろ う。 すでに明 らか な よ うに,現 代 の情 報 管理 の

基 本 的課 題 ほ,組 織 体 に必 要 な情 報 の収 集 ・処 理 ・伝達機 能の効率的管理を

はか ることであ る ところか ら,組 織 管理 との関 連 で,情 報 処 理 シス テ ム の基

本 構 成 に したが って説明 しよ う。

情報処理 のインプ ッ トの側面では,オ フ ・ライ ンか らオ ン ・ラ イン への移

行がすすみ,プ ロゼ ッサ の側 面 で は バ ッチ処 理か ら リアル ・タイム処理へ の

移 行が顕著であ る。 さらに アウ トプ ッ トの側面 では,単 な る高速 ラ イン プ リ

ン タ ーに よ るレポー ト形式か ら,よ り複 雑 な情 報 要 求 を も充足 す るための図

形処理装置や ディスプ レイ装置 を発展 させ るにいた ってい る。

さらに,こ の よ うな イソ プ ッ ト → プ ロセ ッサ → アウ トプ ッ ト全体 の効

⑫ 山田一生,「 組織変革 と情報システムー 一・試論 一 」(組織 学会 『組織科学』

第9巻 第1号,1975年)pp.32-34.
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率 化 を は か るた め に,オ ペ レ〆 テ ィン グ ・シス テ ムの高度化や仮想空間 メモ

リ方式 の開発 な ども,す で に実 現 した ので あ り,タ イ ム ・シ ェア リン グ方 式

や デ ー タ通信技術 の普及に ともな って,デ ー タ ・ベ ー ス構 想 や デ ー タ ・バ ン

クの確 立な ど,ま す ます 高度 な 情報 検 索 シ ス テ ムを 可能な らしめたのであ

る。

情報管理技術 の対 象 とな る 「情報」概 念そ の ものが,過 去 情 報 → 現 在情

報 → 未 来情 報 へ と発展 した ことを想起すれば,さ らに は種 々の予 測技 術 と

の 結 びつ きを意 図 した コン ピュータ ・シ ミュレーシ ョンの発展 を とりあげ る

必要 があろ う。 しか しなが ら,こ れ に つ い ては,す で に別 の機 会 に 詳述 して
(13)

あ るので,こ こで は 若 干 の トピ ヅクスのみ について付 言す る ことに したい。

現代 の 情報管理技術のなか で,そ の主 流 を 占めつ つ あ るのは,デ ー タ管

理,デ ー タ通信,図 形 処 理,情 報 検 索 の四 つ で あ ろ う。 そ こで,こ れ ら四つ

の分 野 に共 通す る 究極 の課題 を とらえてみれば,「 マ ンー マ シ ン ・イ ソ ター

フ ェ ィス の確立 」であ り,そ の志 向 目標 は マン ーマ シ ン ・システ ムの効率的

展開であろ う。 その意味 では,情 報 管 理 技 術 の発 展 は,ま す ます 人 間 自身 を

究 明す るも の とな らざ るをえないので あ り,「 人 間 の 自由」 へ の 拘 束 条 件 を

強 化 す ることへの反 擾や,つ い に は 「超 能 力 」 までが ひ きあいにだ され る結

果 とな った のであ る。 いずれに して も,情 報 管 理 の 目的 が 人 間 自身 の時 間

的 ・空間的か きね を こえて,さ らに 発 展 す るた め に は,き わ め て 巨大 な壁 に

直 面 す るので あ り,そ め第一 歩 にす ぎな いはず の 「真 の情報要 求」 さえも不

明 といわ ざるをえないのが実情 であろ う。 、

したが って,情 報 管 理 の技法 と体 系 に つ い て,コ ン ピ ュー タ ・メー カーの

シ ス テ ム ・マニ ェアルにみ られ る ように列挙す ることは容易であ るが,情 報

管 理 の体 系 そ の もの を,そ の関 連 分 野 に さか のぼ って検 討す ることは,か な

り困難 で あ る。

す な わ ち,私 見 に よれば,情 報 管 理 の体 系 の原 点 そ の もの は,人 間 自身 で

あ る とい う意 味 で,人 類 を中 核 とす る観 点か ら と らえた,自 然 科 学,社 会科

⑬ 山 田一 生,op・cit.,PP.81-92.
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学,行 動科学あるいは生命科学をも関連分野 として包含す るものであろ う。

このような広義にとらえた情報管理論の体系の中か ら検討 しなおす ごとに よ

って,は じめて情報管理論の骨組みを示す ことも可能 となるであろう。

いずれにしても,情 報管理論の体系は,情 報収集(情 報源)→ 情報処理
　 　 　 　 　 　 　 　

(情報検索)→ 情報利用(情 報価値)を めぐって形成 され るもの となろう。

とくに人間 自身を中心に とらえた 環境管理(社 会法学),組 織管理(組 織工

学),経 営管理(経 営工学)の あいだに,情 報ネ ットワークを形成するもの

こそ,情 報管理論の発展方向であるといえよう。

情報管理の目的が,人 間 自身の情報活動の体系化をめざす ものであるとす

れば,そ こに形成されるはずの情報管理営ステムについても,な ん らかの協

働 目標 の達成 を志向す るとい う意味で,と くに 特定 の組 織 への 参 画 を契 機 と

して,組 織 シ ステ ム(organizationalsystem)と の関連 が重 視 され る こ とに
　　の
な るGl

す なわ ち,情 報 管 理 シ ス テ ムは,組 織 シ ス テ ムへ の情 報 論 的接 近 をめざす

ところ'とな り,こ の傾 向 は,情 報 シ ステ ムズ ・ア プ ローチ の普及に ともな っ

て,き わ め て顕 著 で あ る。 情 報 管理 システ ムの管理対 象は,す で に指 摘 した

よ うに,情 報 そ の ものか ら離 れ て,次 第 に 管 理 目標,組 織 目標 へ と接 近 しつ

つ あ る とい う事実 は,情 報 管理 シス テ ムの発 展 方 向を さ ぐる意味で,と くに

重 要 で あ ろ う。

情 報 管 理 シ ステムの この よ うな発展形 態 と して,究 極 的 に と らえ られ る姿

は,組 織 シス テ ム との一 体 化 構 想 で あ り,そ こで は 明 らか に情 報 管 理 と組 織

管理 とが統合的に展 開 され ざるをえない ことにな ろ う。電最近におけ る情報 シ

ステ ム管理(informationsystemadministration)と い う考 え方 は,ま さ

に両 者 の統 合 的 ア プ ローチ と して注 目され るところであ る。

＼

⑯ 山 田一生,「 組織 機構 と情報 シス テムー一一一一一MISPerspectives-」(小 樽 商科

大 学 『商学討究』 第25巻 第1・2号,1974年)を 参 照 され たい.な お,宮 川公

男,「 組織 の システ ム理論一 一試 論 」(組 織 学会r組 織科学』 第8巻 第1

号,1974年)の 同時参照 を と くに おすす あす る.
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V.ま と め

すでに 明 らかな よ うに,情 報 シス テ ムの設 計 に対 す る現 代的要請は,情 報

シス テ ム(コ ミュニ ケー シ ョン ・プ ロセス),行 動 シ ス テ ム(バ ラン ス ・プ ロ

セ ス),お よび 決 定 シス テ ム(意 思 決定 プ ロセ ス)と い う 三 つ の統合 プ ロセ

スか ら形成 され る複雑 なネ ッ トワー クとして とらえ られ る現代組織 を対 象 と

す ることであ る。

組織 目標 → 組織化 プ ロセス → システ ム化 プ ロセス → 統合化 プロセス →

組織 目標 とい うよ うに環流す るであ ろ う 「組織化 とシステ ム化の適応 プ ロセ

スの確 立 こそが,現 代組 織 を め ぐ る不 確 性 回避 の ために,最 も重要 な課 題 で

。 あ る とい え よ う。 この課題 への挑戦をめ ざすMIS研 究 へ の期 待 は,き わ め

て大 きい ものが あ る と言 え よ う。

そ こで,MIS設 計 へ の ア プ ローチ を分類 す れ ば,(1)OperationalMIS,

(II)ManagerialMIS,(III)PlanningMISと して と らえ る こ とが で き よ
く　 ラ

う。

StrategicP】anning

Managerialcontrol

Qperationalcontrol

P】anningMIS

ManagerialMIS

OperationalMLS

図5.MIS設 計へのア プ ローチ

(1)の レベル は,オ ペ レ ーシ ョナ ル ・コン トロールをめざす もので,い わ

ば 事 務 の機 械 化 レベル で あ る。 す なわ ち,MISの 前 史 的存 在 と して の 事 務

管 理 論 の 歴史的発展 のなかで,MISの 基 礎概 念 の 形 成 過 程 を あ とづ け るも

⑮ 山 田一 生,「 組 織 変 革 と情報 シ ス テ ムー 組 織 変 革 レベ ル のMIS・Perspectives
-」(東 洋 大 学 付 属 電 子 計 算 セ ン ター一一一『情 報 科 学 論 集 』 第4号

,1975年)

pp.38ト40.
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の といえ よ う。

(II)の レベ ル は,マ ネジ リアル ・コン トロールを めざす もので,管 理 の機

械化 レベル で あ る。1960年 代 のMISが,経 営 管理 論 と事 務 管 理 論 との統 合

的 展開のなかで考察 され ることになろ う。

(III)の レベ ル は,戦 略 的 計 画 を め ざす も ので,経 営 の機 械 化 レベ ル で あ

る。 ま さに組織 変革の レベルに あ る フレーム ワー クのなかで,1970年 代 の

MISの 考 察 をめ ざ してい る。1960年 代 のMISが オペ レー シ ョナル ・レベ ル

の情報 の 自動化に貢献 した とすれば,4970年 代 のMISは,次 第 にそ の適 用

領 域 を拡 大 して,マ ネ ジ メン小 ・コン トロール,さ らには プ ラン ニ ン グ ・レ

ベ ル に いた るまでの,意 思 決 定 プ ロセス で の コン ピ ュータ活用をめざす もの

とな るであ ろ う。

す なわち,1960年 代 のMISの なか で も,と くに 後半 に おい て顕著 に な っ

て きた,組 織 変革 へ の技 術 的 ・構 造 的 ア プ ローチの展開は,経 営 事務 管 理 論

よ り経 営 情 …報管 理論へ と,発 展 的 に 考 察 され る、ので あ り,1970年 代 以降 の

機 能 的 ・人 間 的 アプ ローチ への 過渡的段階 での 経営情報管理論 の 位置 づけ

は,注 目すべ きマ イル ・ス トー ンであ ろ う。 さらに,1970年 代 のMISの な

か で も,と くに 今後 に 展 開 され るで あ ろ う,組 織 変 革 へ の人 間 中心 的 ア プ ロ

ーチの展開は ,最 近 の組 織 シス テ ム論 的 観 点 を付加す ることに よって,経 営

情 報 管理 論 か ら経 営 組織 管 理 論 へ と展望 され るのであ り,経 営 情報 論 の生 成

過 程 に つ い て のMISへ の ア プ ロr・一一・チを 中 心 に と らえ た 考 察がな され る こと

に なろ う。

ここで,経 営 情報 論 の生 成 過 程 に つ い て,MIS研 究 の立場 か らの 体 系 的

検 討 を試 み るとすれば,ま ず はMIS前 史 と して の事務 管 理 論(事 務 の機 械

化 レベ ル)か ら,経 営 事務 管 理 論(管 理 の機械 化 レベ ル),経 営 情 報 管理 論

(経 営 の機 械化 レベ ル)へ と 発 展 段階 的 に と らえ うるの であ り,さ らに よ り

人 間 中心 的 な ア プ ローチであ る経営組織管理論(組 織 シス テ ムの レベ ル)へ

と展 望 され るで あ ろ う。 この よ うな 体系的検討につい ての 詳論は,す で に

H・ 皿 ・N節 の 三 つ の 統 合 的 展 開 の な か で,個 別 的 に と りあ げ て おい た の
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で,こ こでは,こ れまでの論議に関す るまとめを意図す る立場か ら,次 のよ

うな図解を試みたのである。

(経営情報管理論)職 能

(経営事務管理論)

人 間

(経営組織管理論)

図6.経 営情報論の生成過程

(事務管理論)

経営情報論 の 生成過程 についての 体系的検討 は,組 織 化(Organization)

→ シ ステ ム化(SystemI)→ 統 合化(SystemII)と い う環 流 の なか で と

らえ られ る ものであ り,こ れ らの ネ ッ トワー ク形成 を通 じて,さ らに発 展 的

に考 察 され る こ とに な ろ う。

ここで,事 務 管 理 ない しは 情報 管理 シス テ ムは,あ くまで も情 報 そ の もの

を管 理 す る システ ムと して 発展 してきたのにたい し,MISは 三 つ の統 合 プ

ゴセ ス をめ ざ した ア プローチ と して特徴 づけ られ よ う。 すなわち,前 者 が あ

くまで も情 報 源 に た いす る管理 ア ブ白一チであ るのに比 して,後 者 は情 報要

求 に た い す る統 合 的 ア プローチであ る ところに,そ の主 た る相違 点 をみ る こ

とが で き よ う。

いずれ に しても,発 展 的 に考 察 す れば す るほ ど,両 者 は,そ の 目的 範 疇 を

ます ます 同一 に してい くもの と 考え られ,具 体 的 ア プ ローチ の 相違 に よっ

て,そ れ ぞ れ の立場 が主 張 され るに す ぎないのであ る。

(50.11.22.)




